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乳房＞卵巣＞頸部＞体部 
22.3  7.4   4.4    3.9 

女性内外性器がんの 
死亡率(人口十万対) 
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子宮頸部上皮内がんの 
罹患率は過大に言われる 

 
なぜなら 

 
異形上皮も上皮内がんとして 

報告されているから 



⃝　子宮頸がんになるまで 
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! !女性部位別死亡率で見ると、子宮頸がん死亡率
はそれほど高くはない 

1.!  大腸    (36.5) 
2.!  肺      (33.0) 
3.!  膵臓    (26.3) 
4.!  胃      (24.2) 
5.!  乳房    (22.3) 
6.!  肝臓    (14.5) 
7.!  胆嚢・胆管  (14.0) 
8.!  悪性リンパ腫 (  8.6) 
9.!  卵巣    (  7.4) 
10.!腎など    (  5.4)    
11.!白血病    (  5.2) 
12.!子宮頸部  (  4.4)     人口１０万人対 
 

! !子宮頸がんの罹患に「上皮内がん」までを含め
ると実態よりも罹患率は多くなりすぎる 
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AYA世代のこの１０年の死亡数 
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AYA世代のこの１０年の死亡率 



 
HPVワクチンの 

製造方法 
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イラクサギンウワバ 
Trichoplusia ni 
チョウ(鱗翅)目ヤガ科 

G0GdGwGX&ÉF÷FÿG;Gq
GgGRFĢ]G=GCG2FĢd
G{GQGAGxGŠFĢAGlGRGX
FúFùF÷$Î#ÕFéG�F¹�Ú
FûG;G=&ÉFĢ4Gx&ÉF¸
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HPVワクチンに 

副反応はないのか 
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HPVワクチンに 
長期にわたる重篤副作用多い理由

（私見） 

①! HPVとヒトのタンパクとの

相同性 

②! HPVワクチンにより　　　

高い抗体価が長期に持続する 
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２０１６年 
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６０ 
抗原決定基 

（エピトープ） 
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� �/�� 抗原抗体反応 
＝免疫反応 

G4G2GyGGFþ��
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ヒトタンパク質 

G4G2GyGGFþ��
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ＨＰＶタンパクのアミノ酸配列 
（抗原決定基）が 

ヒトタンパクのそれと相同する   

ＨＰＶ抗体がヒトタンパクに付着   

そのタンパクが担う機能に 
障害発生の可能性   

↓ 

↓ 

副反応発生の可能性   
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HPVワクチンに 
長期にわたる重篤副作用多い理由

（私見） 

①! HPVとヒトのタンパクとの

相同性 

②! HPVワクチンにより　　　

高い抗体価が長期に持続する 
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２０年以上 
高抗体価持続 

HPVワクチンの 
アジュバントは特別に強力 

#"""" ��
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サーバリックス 

ガーダシル 
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子宮頸がんのリスク増加の十分な証拠を有する因子 

" ! ヒトパピローマウイルス（HPV） 

" ! 免疫抑制 

" ! 若年時の性的行為および性的パート
ナー数の多さ 

" ! 多妊多産 

" ! 経口避妊薬の長期使用 

" ! タバコ煙曝露 

" !ジエチルスチルベストロール（DES）曝露 
  　　　　　（かつて流産防止などに用いられた合成女性ホルモン） 
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子宮頸がんのリスク減少の十分な証拠を有する因子 

# ! 性的禁欲 

# ! HPVワクチン接種 

# !性交中のバリア避妊具の使用　 

# !Pap検査によるスクリーニングおよび
HPV DNA検査によるスクリーニング 



!"#$%#!%&��

>ß>Ý��

'¨H�H
�G�¥�•#Õ�è�Ô#.�Û�
��

HPVワクチン有効性を証明する有名な論文 
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２４/２７（８９％） 
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HPVワクチンの　
Benefitを示す 

有名論文の 
著者らにも 

利益相反がある  
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$ ! 医療情報の正誤判断は一般人に可能か 
　→　不可能なら誰がどうすれば良い 

  →　プロフェッショナリズムとは 
 
$ ! 健常人への医療介入の是非 
　→　医療で「病」を予防すべきか、できるか 
　　 →　「死」への取り組みは医療で可能か 
 
$ ! HPVワクチン接種推進派X慎重派 
　→　その間の対立構造は解消できないのか 

  →　何が対立構造を作っているのか 

討論して頂きたい課題 


